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北杜市における有機農業の推進について

山梨県
北杜市役所 商工・食農課
食育・地産地消担当 内藤
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山梨県 北杜市とは…

市の大部分は山岳地帯

クライミングに絶好 「瑞牆山」エリア
登山・レジャーが活発 「八ヶ岳南麓高原」エリア
本格登山の挑戦 「甲斐駒ヶ岳」エリア

南アルプスユネスコエコパーク
甲武信ユネスコエコパーク

ミネラルウォーター生産量日本一

市内の名水百選

「八ヶ岳南麓高原湧水群」
「白州・尾白川」
「金峰山・瑞牆山源流」

富士山

山梨県の最北端

８つの市町村が合併し、東京都２３区と大体同じ大きさ

名水の里

認定

北杜市の特徴

日当たり 標高差 少雨乾燥

良好な自然環境に囲まれた地域
農業・観光・飲食・アウトドアが活発
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北杜市の農業

〇北杜市の特徴的な農業
農地面積 ５，１５０ ha

全域が中山間地域
①お米

②野菜

③果物

④畜産

⑤企業参入

⑥お酒

⑦有機農業

まず最初に、北杜市の農業について説明を…

①北杜市のお米

『北杜市フードバレー協議会』
独自の 米食味コンクール

令和６年 米・食味鑑定士協会：国際大会

主な作付け 「コシヒカリ」 「農林４８号」

慣行・特栽・有機 それぞれの米作りを実践

水田除草機やアイガモロボットの実演会

本市農業の基幹
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新規就農者の希望が特に多い

浅尾ダイコン・花豆・トマト など

道の駅・直売所 野菜人気

②北杜市の野菜

葉菜 果菜 根菜 高原野菜 薬草 幅広く栽培

４００ｍから１０００ｍの標高差 高原・内陸性気候

標高差がもたらす多様性

③北杜市の果物 少雨・気温差による高品質化

醸造用ブドウが急増

ブルーベリー サクランボ 摘み取り園・収穫体験

秘境のリンゴ栽培
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粗飼料の生産

転作としてのWCS
稲わらロールの活用

④北杜市の畜産 広い農地面積を有効活用

肉牛 約１,０００頭
乳牛 約１,０００頭
採卵鶏 ２０事業者
肉養鶏 ３事業者

清里 小淵沢

耕畜連携

高度環境制御植物工場 ８社
露地・ハウスでの野菜や醸造用ブドウ生産

⑤北杜市の企業参入 耕作放棄地の再生

直近１５年 ２６社の参入

耕作放棄地で圃場整備を実施
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⑥北杜市のお酒 あらゆるアルコールを完備

⑦北杜市の有機農業 新規就農者から人気

１，２０年ほど前から新規就農者を中心に有機に取り組む農業者が増加

２，認定新規就農者制度 堆肥補助 地域おこし協力隊 環境保全型農業直接支払

３，H27より環直に取り組んでおり、R2に市内有機農業者を１つに統合
→ 『北杜市フードバレー協議会』 の１組織として活動中

４，環直有機の申請者は５６名 うち有機JAS取得２２名

５，取組面積は大体１００ヘクタール

特徴

市の耕作面積の約２％

環直有機
野菜中心

ただ…
有機米生産者グループ
有機ブドウを使うワイナリー
環直取組者の増加

有機農業
面積増加
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本市では米・野菜以外にも畜産業も活発

そもそも何故有機を推進することとなったのか…

特栽米の減少に伴い堆肥の利用率低下

どうやって地域の環境を守るのか

循環型農業を！！
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そもそも何故有機を推進することとなったのか… 続

新規プロジェクトへ取り組む

北杜市 農業振興課

川上から川下まで

そもそも何故有機を推進することとなったのか… 続々

包括連携協定

・東洋ライス株式会社

北杜市産米を金芽米へ
学校給食へ活用

・㈱ちとせ研究所

循環型農業に必須な
堆肥の製造・監修

・有機米デザイン株式会社

・ヴァンフォーレスポーツクラブ
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そもそも何故有機を推進することとなったのか…

事業開始前より有機農業者 多

要因
昔から移住定住の促進

県農業大学校の有機農業コース

新規就農の相談窓口
地域おこし協力隊

北杜市フードバレー協議会

環直の活用

余っている農地が多かった

研修先として需要があった
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北杜市における有機農業の推進について

今年度より

循環型農業を推進
みどりの食料システム戦略推進交付金を活用

市では…

畜産排泄物や市内資源の循環

・ みどりの食料システム戦略推進交付金の有機農業産地づくり推進を実施
「１、検討会の開催」「２、試行的な取組の実施」

・ オーガニックヴィレッジ宣言を予定

北杜市における有機農業の推進について

みどりの食料システム戦略推進交付金 有機農業産地づくり推進対策

１、検討会の開催について

２、試行的な取組について
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・市内の有機農家（野菜、米）

・市内の有機農産物を取り扱うスーパーの店長

・市の消費生活研究会の代表

・市の商工会商業部の代表

・やまなし有機農業連絡会議副代表・有機JAS認定機関代表

１、北杜市有機農業推進検討会の開催

委員

市有機農業の推進の効果的な取組の提案
試行的な取組の評価
市有機農業実施計画への意見聴取

検討会において… を実施

市内有機農業者の意見交換会の開催

同じ地域で有機農業に取り組む人と話をしてみたい、聞いてみたい

１０月・１１月に実施

→農水省オーガニックプロデューサー派遣事業を活用

→次代の農と食をつくる会に協力を依頼

今後の展望
市とタッグを組んで有機農業を推進する 団体の立ち上げ

１月 長野県佐久穂町「のらくら農場」萩原氏を招き
環直対象者を巻き込み講演会を実施

検討会委員より提案

内側の交流
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検討委員の視察研修会の実施

検討会委員より希望

今後の展望
地域の有機農業者が外でも学べる環境づくり

岐阜県白川町

「ゆうきハートネット」

半(有機)農(業) と半Ｘ を実践

地域に溶け込む有機農業

多様な
有機農業のカタチ

外側の交流

北杜市における有機農業の推進について

みどりの食料システム戦略推進交付金 有機農業産地づくり推進対策

１、検討会の開催について

２、試行的な取組について
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２、試行的な取組について

北杜で有機農業をやっていること知らないのでは？

北杜市産の有機農産物を
扱う店舗へ掲示依頼

PRポップの作成

プロモーション動画の作成 ポップ設置＋PR動画放映

市内の風景・有機農家・料理人・直売所・有機農業体験にフィーチャー

https://www.youtube.com/watch?v=u226Ub6cH-I&list=PL0D3tVKl6g4oIfR_5TtxUgO8kc_DvC-Ut

２、試行的な取組について

消費者へのアピール

山梨県北杜市 北杜市の有機農業の魅力を伝える
動画シリーズ『HOKUTO  FRESH ! 』

北杜で有機農業をやっていること知らないのでは？

https://www.youtube.com/watch?v=u226Ub6cH-I&list=PL0D3tVKl6g4oIfR_5TtxUgO8kc_DvC-Ut
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子供向け有機農業食育用冊子 市内の小学校へ配布

「教育ファーム」
「姿を変える大豆」
「食杜北杜」

北杜市の事業

給食への有機農産物の導入

食育・次世代への継承

２、試行的な取組について

北杜で有機農業をやっていること知らないのでは？
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有機農業農産物商談会

北杜市の有機農産物 興味アリ

バイヤー

販売先の新規開拓をしたい

有機農業者 実需性があるかを検証

２、試行的な取組について

新規就農者を増やすには、売り先が必要では？

２、試行的な取組について

・学校給食で使用する有機農産物の増加

・循環型農業（有機農業）と畜産農家との連携

・より効果的なＰＲ方法の模索

まだまだ課題有り‼

有機農業体験会の様子
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北杜市の有機農業の展望

１，生産振興

２，消費拡大

３，連携強化


